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【政策研究報告の趣旨及び構成】 

 

１ 政策研究報告の趣旨 

 横須賀白書 2016 では、本市独自の産業連関表を作成して、経済構造分析を行った。一方

で、産業連関表は、市内への経済波及効果を分析するためにも活用することができる。 

これまで、政策実施による経済的効果や雇用創出効果の把握に当たっては、直接的な効果

の測定に留まり、市内経済全体に対する効果の測定は困難であった。しかしながら、経済波

及効果分析を行うことにより、市内の各産業に及ぼす効果を含めた把握が可能となる。 

 そこで、本報告では、都市政策研究所が開発した７種類の経済波及効果分析ツールについ

て、行政職員が政策形成に活用できるよう、必要な解説と事例分析を行っている。 

 

２ 政策研究報告の構成 

 本報告は三部構成となっている。第Ⅰ部では、導入編として、エビデンスに基づいた政策

立案・政策効果検証の必要性について説明し、想定される経済波及効果の分析事例と所管部

局を提示している。続く第Ⅱ部では、分析編として、第Ⅰ部で提示した分析事例について、

実際にツールを利用して分析を行っている。最後に第Ⅲ部では、応用編として、産業連関表

の見方と仕組み、経済波及効果分析の具体的な手順について解説している。 

 本市の政策形成において経済波及効果分析を行う場合、第Ⅰ部は必ず確認し、必要に応じ

て第Ⅱ部の事例分析も確認することが推奨される。第Ⅲ部は経済波及効果分析について、よ

り深く理解したい場合に一読されたい。 

 

３ 経済波及効果分析ツールの活用に向けた方策 

 行政職員による経済波及効果分析ツールの活用可能性を高めるためには、具体的な方策

が必要となる。都市政策研究所では、平成 30年度（2018 年度）に分析ツールの活用研修会

を開催するとともに、各部局からの問い合わせに随時対応していく。 

 また、分析ツールを今後の予算編成方針に盛り込むことや、職員政策提案制度などで活用

することについて検討を進める。 

 

４ 経済波及効果分析の発展的研究 

 今後、高齢化の更なる進展により、市内経済を構成する産業の中でも、特に医療・福祉産

業の重要性が高まり、産業構造が大きく変化していくと予測される。そこで、次年度では、

医療・福祉産業を基本として、本市の産業構造の変化が及ぼす経済波及効果や雇用創出効果

への影響に着目した発展的研究を推進する。 
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